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Acculturation of a Post-foraging Society:
Acceptance and Transformation of Mask Rituals among the Baka
Bundo Daisuke*
The Baka are hunter-gatherers living in the tropical rainforests in the western Congo 
Basin.  In the 1950s, the Baka abandoned their nomadic life in the forest and settled, 
like their Bantu-speaking neighbors, along the roads, adopting cultivation of their 
own fi elds.  They perform various mask rituals, some of which have probably been 
introduced from agriculturist societies.
In this paper, I will fi rst describe a rite of passage to join the mask association 
called jengi, the most important and widespread mask performance distributed through-
out the Baka region.  I will make clear the expected roles of initiates and non-initiates 
in a jengi mask performance.  Then, I will analyze the actual behavior of participants 
in a jengi mask performance, based on data obtained from video tapes recorded with 
an ethological sampling method, in order to show how the Baka fi ll the expected roles.  
Based on these descriptions and analyses, I will show that there is little social pressure, 
with negative or positive sanctions, to compel an individual to participate and play the 
expected roles in the performance.  Flexibility and arbitrariness, regarded as character-
istics of hunter-gatherer social relationships in previous studies, are also confi rmed in 
this study of behavior in the mask performance.  I will fi nally discuss the acceptance, 
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の南 4 km にあるマバン（Maban）の間には，合計 32 のバカの集落がある．また，ネメヨン
（Néméyon）という村からは東に向かう道路があり，その地域には 13 の集落がある．これら
 4) 本研究の調査期間は，1996 年 11 月から 1997 年 3 月，1999 年 1 月から 12 月，2002 年の 1 月～2 月である．
ディマコ集落における滞在期間は，計 15 ヵ月間である．調査地域は熱帯雨林気候で，年間降水量は 1,600 mm 
から 1,800 mm，平均気温は摂氏 24 度から 25 度である［林 2000］．季節は 4 つに分かれており，4 月～5 月




















































 9) 1999 年の調査時にディマコ集落では，2 つのタイプの「ベ」が 8 種類ずつ観察され，これらの「ベ」が平均す




 10) この語は，バントゥー系の mokonji（主人）という言葉に由来している可能性がある．また，バントゥー系のア
カ（・ピグミー）語でも，衣装を付けた踊り手のことを mokondi という．













ど取り上げられてきた［Higgens 1985; Joiris 1993, 1996, 1998; 都留 1996, 1998; 分藤 2001］．
その理由の一つは，ジェンギの「ベ」が最も古くから広い範囲で実施されてきたとされている
からである．ジェンギの「べ」は，アカの社会でも実施されていることから，バカとアカが言
































































































































の録画時間は午後 8 時 23 分から 10 時 40 分までの 138 分間であった．途中 8 分間にわたっ
てジェンギが参加者を撹乱するパフォーマンスをおこなったり，2 度録画を失敗したため，計 
10 回分が「記録なし」となった．その結果，対象者一人あたりの記録回数は 128 回となって
いる．3.3 からの記述は，対象者が 128 回のうち，どのような行動をどの程度の割合でとって
いたのかを明らかにするものである．
対象者は，「べ」の参加者の中から無作為抽出法によって性・世代ごとに各 4 名選択した．18) 
世代の分類は，推定年齢 5 歳～10 歳を幼年期，11 歳から第二次性徴までを少年期，第二次性
徴から結婚し子どもを持つまでの時期を青年期，それ以降の時期を成人期とした．19)












年期が 49％，少年期が 58％，青年期が 52％，成人期が 47％であった（図 4）．この分析から
は，男性は「べ」のほぼ半分の時間において役割を遂行しているものの，あとの半分の時間で
は役割を遂行していないことが明らかになった．つまり結社員であっても終始にわたって役割
 17) 1999 年の一年間の調査期間中にジェンギの「べ」が実施された回数は計 18 回であった．



























































十分な人数が集まらず，閑散とした状況のうちに「ベ」は終了した．理由は“Awa jio. Wa 
mokoe.”「寒いから．みんな疲れているから」とのことだった．
次に，予定されていた「ベ」が実施されなかった事例を紹介する．これは，不参加の極端な
















そのうち，成人男性 A が，しびれを切らしたように，成人男性 B に少年と代わるように
いった．この要求をした A も太鼓の名手なのだが，なぜか B に太鼓を叩くよう依頼した．
B はすぐには請け合わず，何度か請われた後，少年と交代した．しかし，もう一方の青年の
太鼓が弱いために，「べ」は盛り上がらなかった．場には太鼓の名手である成人男性 C と D 
がいた．しかし彼らは，この時は太鼓を叩く気配を見せなかった．しばらくして，誰に請わ
れることもなく C が青年と交代し，明らかに「べ」は盛り上がった．D は最後まで場に残っ
ていたものの，結局太鼓を叩くことはなかった．
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